0218　文責石川

検察官　冒頭陳述要旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平星25年4月日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被告人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検察官

第1　犯行に至る経緯
　事件発生の1か月前から、被告人Xは昼夜問わずテレビを大音量で流し続け、住人は管理人に苦情を寄せていました。管理人は被告人に何度か注意しましたが、被告人は聞く耳を持ちませんでした。平星24年11月16日に、被害者である隣人Yは被告人に直接苦情を言いに行きましたが、折り合いがつかず、翌日に管理人・被告人、被害者の間で、今後は騒音に対する何らかの措置を取ることで同意しました。
第2　犯行の状況
1. 同年11月18日に、被告人は前日の同意にも関わらず、いつもと変わらない音量でテレビを見ていたため、被害者は自らの家にあった金属バットを隠し持って被告人宅へ向かいました。玄関から出た被告人に被害者は不満を述べましたが、被告人は被害者に対して反省の色を見せず、その態度に腹を立てた被害者は持っていたバットで被告人の頭部を殴打しました。
2. 被告人は玄関から飛び出し廊下へ逃走しました。被害者は被告人に向けてバットを振りましたが、被告人はそれをかわして階段の方へ逃走しました。被害者は勢いあまって柵に身を乗り上げました。動揺からか、被害者はバランスを上手く保てていませんでした。それをみた被告人は階段から廊下の方へ戻り、被害者の足を掴んで、被害者の身体を柵から投げ出し、被害者をアパート2階の廊下から落下させ、頭部から落下した被害者に頭部挫傷の傷害を負わせ死亡させました。
第3その他
1. 被告人の身上、経歴など
被告人は、事件当時大学3年生で、5年前から現場アパートに住んでおり、父親と2人暮らしでしたが、父親は事件の1か月前に海外に単身赴任したため、事件当時は実質1人暮らしでした。母親は被告人の高校時代に父親との離婚により家を出ました。被告人はゴミの日を守らず、挨拶を無視するなど、近隣住民との関係は良好とは言えませんでした。
2. 被告人の前科関係
　被告人は高校生の頃、喧嘩騒動を起こし何度か補導されています。被告人に前科はありません。
